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57
古書写覚（⽩⼭⾦⾊院別⽣寺内坊舎誌などにつ
き）

竪帳 1

58
（通達、尾崎坊有庵へ病気により願通り隠居
し、御茶御⽤免ずにつき）

閏4⽉ ⼀紙 1

59 （覚、親類書、尾州へ差出の書付などにつき） 竪帳 1

60
橘平せうそこ（橘千蔭と本居宣⻑の往復書状写
書上）

竪帳 1
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27
（書状、別儀御茶御⽤、来11⽇⺒の頃御内⽞関
へ⼊来し、詰め上げる件につき）

6⽉8⽇
平岡⻑⾨守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1

28
（書状、別儀2⽄半御茶御⽤、18⽇午刻御内⽞関
へ⽤意持参し、詰め上げの件につき）

7⽉12⽇
初川丹波守、
平岡⻑⾨守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

29
（書状、別儀2⽄半御茶御⽤、14⽇午刻御内⽞関
へ⽤意持参し、詰め上げの件につき）

8⽉10⽇
渡辺隠岐守
町⼝⼤判事

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 端裏書あり

30
（書状、別儀2⽄半御⽤、19⽇⺒刻詰め上げるよ
う件につき）

8⽉15⽇
平岡⻑⾨守
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1

31
（書状、別儀2⽄半御茶御⽤、来⽉4⽇午刻御内
⽞関へ⽤意持参し、詰め上げの件につき）

8⽉28⽇
渡辺隠岐守、
町⼝⼤判事

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

32
（書状、別儀御茶御⽤、26⽇午刻御内⽞関へ⼊
来し、詰め上げの件につき）

9⽉22⽇
渡辺陸奥守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 端裏書あり

33
（書状、別儀御茶御⽤、7⽇午刻御内⽞関へ⼊来
し、詰め上げの件につき）

10⽉3⽇
平岡⻑⾨守、
渡辺陸奥守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 端裏書あり

34
（書状、別儀御茶御⽤、10⽇午刻御内⽞関へ⽤
意持参し、詰め上げの件につき）

12⽉7⽇
初川丹波守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

35
（書状、別儀御茶御⽤、12⽇午刻御内⽞関へ⼊
来の件につき）

12⽉11⽇
町⼝下総守、
渡辺陸奥守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

36 杉⽥新兵衛忠通系図伝記 享保4⼰亥年霜⽉⽇ ⼀紙 1 奥書あり

37 （系図、家康、松平甲斐守等につき） ⼀紙 1

38 （系図、松尾後改⼟⽥家につき） ⼀紙 1

39 （系図、兼継、兼智につき） ⼀紙 1 断簡

40
（書状、荷物が着いた件、及び都合次第送⾦す
るゆえ、預け品の請け出しを願う件などにつ

4⽉6⽇ 未喜ヨリ 尾崎坊定之殿 ⼀紙 1

41 （書付、延命御壷御詰茶種数量につき） （寛延元年⾠5⽉） ⼀紙 1
包紙共、包紙書付
あり

42 （書状、年始祝詞の礼につき） 正⽉18⽇
池⻑閑斎
（印）

星野宗以⽼・
回報

⼀紙 1

43
（書状、例年の如く壷差し上げるので⼊念に詰
めるよう、御茶代⾦⼦5両遣わす旨）

卯⽉18⽇
⽻肥利⻑
（印）

尾崎坊□□
⼈々中

⼀紙 1
包紙共、包紙書付
あり

44 （願書、将軍への御⽬⾒など七か条につき） 横帳 1
書付8点挟み込みあ
り

45
御⽬⾒⼀条書留（10⽉9⽇から11⽉16⽇までの尾
張藩御⽬⾒⼀件につき）

（嘉永6年） 竪帳 1
書状等6点挟み込み
あり

46
御⽬⾒書留（10⽉11⽇から11⽉18⽇までの尾張
藩御⽬⾒⼀件につき）

（安政2年）
有庵主信（花
押）

竪帳 1
書状等4点挟み込み
あり

47
仙洞御所御⽤願書留（御茶御⽤願書、⽂化14年
御即位の献上物書留などにつき）

⽂化13丙⼦8⽉
尾崎坊・主
重・主⽂

竪帳 1

48
妙喜庵利休数寄屋⼗分⼀図記（⼨法・形状の詳
細書上）

尾崎有庵 竪帳 1

49
（願書、将軍代替御⽬⾒の件、御数寄屋御頭様
⽅御宿の件などにつき）

横帳 1

50
尾張様御⽬⾒書留（10⽉13⽇から21⽇までの御
⽬⾒⼀件につき）

⽂政4⺒年10⽉ 竪帳 1

51
主⽂隠居主信跡相続願之通蒙仰候ニ付御所向始
メ諸候⽅へ差出願書之扣（尾張殿、禁裏御所、
芸州伏⾒御屋敷等差出につき）

弘化2⺒年2⽉ 主信（花押） 竪帳 1

52
（刷物、妙喜庵囲座敷等諸家茶室間取図につ
き）

天明7丁未年正⽉吉⽇
京師堀川書
林・⽊村⽒新

⼀紙 1 封筒共

53
御⽬⾒先例書（権現様・台徳院様より惇信院様
御代までの御⽬⾒により、旧例通り御⽬⾒願う

横帳 1

54 都筑⾦丸家系由緒⼤略 竪帳 1

55
主重隠居主⽂名跡相続願相済候上諸公様⽅願書
留書（禁裏御所様、尾張殿、芸州伏⾒御屋敷等
への差出につき）

⽂化13⼦年 竪帳 1

56
（書状、系譜について尾崎⽒の古書類と⾒合わ
せる件、⽩⼭⾦⾊院の鐘の件などにつき）

8⽉4⽇
佐治数⾺・□
網（花押）

井脇兵蔵様・
□□

⼀紙 1
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■尾崎坊家⽂書（平成１５年寄託資料）
史料名 年代 差出人 受取人 形態 点数 備考

1 （絵画、菊花⿃図） □□（印） 軸装 1

2 （絵画、武者図、楠⽊正成ヵ）
⼑⽔□之
（印：

軸装 1 表紙裏貼紙あり

3
（書状、年頭祝儀、茶筅の礼、及び当年御茶の
儀につき）

卯⽉⼗六⽇
松陸奥守忠宗
（花押）

尾崎有庵 軸装 1 上巻書付あり

4 （書状、百五⼗⽯知⾏地の件につき） 三⽉七⽇
如庵有楽（花
押）

尾崎様□□ 軸装 1 上巻書付あり

5 （絵画、四君⼦図）
鉄斎単⼈写
（印）

軸装 1
天破損、上巻書付
あり

6
（掛軸、天照皇⼤神宮・⼋幡⼤神・春⽇⼤神神
勅）

軸装 1 破損甚⼤

7 （尋書、永教姉花⽉院殿嫁附由緒につき） 12⽉ ⼀紙 1

8
（由緒書、先祖より⼋代まで将軍家御茶御⽤、
尾州様御出⼊等につき）

⾠8⽉ 尾崎坊有庵 ⼀紙 1

9
尾崎坊家系（権⼤僧都法印栄教より歴代につ
き）

明治28年7⽉20⽇
尾崎坊定之主
徳（花押）

⼀紙 1

10 -1
尾崎坊家系（権⼤僧都法印栄教より歴代につ
き）

⼀紙 1 10は重巻⼀括

10 -2
尾崎坊家系（権⼤僧都法印栄教より歴代につ
き）

⼀紙 1

10 -3 （書付、尾崎坊有庵⼦⼥書上） ⼀紙 1

11 -1
尾崎坊家系（権⼤僧都法印栄教より歴代につ
き）

⼀紙 1
11は重巻⼀括、端
書あり

11 -2
尾崎坊家系（権⼤僧都法印栄教より歴代につ
き）

⼀紙 1

12
（書付、尾崎坊有庵へ御側より銀⼆枚下し置か
れるつき）

11⽉ ⼀紙 1

13
（由緒書、元祖・先祖将軍家御茶御⽤、尾州様
へ御出⼊等につき）

⼀紙 1

14
（書状、別紙の通り御⼩納⼾頭取渡辺弥⼗郎よ
り申し渡すにつき）

11⽉17⽇ 中島圓弥 尾崎坊有庵様 ⼀紙 1 紐有

15
（書状、⼋尾御壷当年詰順番拝⾒仰せ付けら
れ、6⽇午刻に御内⽞関へ⼊来するよう件につ

5⽉4⽇
町⼝下総守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 端裏書あり

16
（書状、別儀御茶御⽤、3⽇午刻までに御内⽞関
へ⼊来の事申し⼊れ

閏11⽉2⽇
町⼝下総守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 奥書あり

17
（書状、別儀御茶2⽄半御⽤、18⽇午刻御内⽞関
にて詰め上げにつき）

9⽉15⽇
町⼝下総守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

18
（書状、別儀御茶御⽤、15⽇⺒刻御内⽞関へ⼊
来し詰め上げの件につき）

6⽉15⽇
渡辺陸奥守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 端裏書あり

19
（書状、別儀御茶御⽤、26⽇午刻御内⽞関へ2⽄
半⽤意持参し詰め上げるよう件につき）

6⽉22⽇
町⼝下総守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

20
（書状、別儀御茶御⽤、8⽇午刻御内⽞関へ⼊来
し詰め上げの件につき）

7⽉3⽇
初川丹波守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

21
（書状、別儀御茶御⽤、25⽇午刻御内⽞関へ⼊
来し詰め上げの件につき）

8⽉22⽇
初川丹波守、
町⼝下総守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

22
（書状、別儀2⽄半御⽤、10⽇午刻詰め上げるよ
う件につき）

7⽉3⽇
渡辺隠岐守、
町⼝⼤判事

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

23
（書状、別儀御茶御⽤、来⽉2⽇午刻御内⽞関へ
⼊来し詰め上げの件につき）

6⽉晦⽇
古⼭隼⼈佑、
渡辺図書権助

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

24
（書状、別儀来13⽇午半刻御茶⽤意詰め上げる
よう件につき）

6⽉9⽇
町⼝越中守、
渡辺隠岐守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

25
（書状、先頃願いの趣御省略、星野宗以⽅にて
詰上げの別儀の御壺を今年より其元へ仰せ付け

4⽉12⽇
⼩佐治阿波
守・光枝（花

尾崎有庵⽼ ⼀紙 1

26
（書状、御⽤の儀、18⽇午刻御内⽞関へ⼊来の
件につき）

5⽉17⽇
町⼝下総守、
渡辺陸奥守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

番号
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尾崎坊文書目録 

 

■凡例 

番 号：原則史料 1 点ごとに整理番号を付し、綴りや重折がある場合は整理番号の後に 

枝番号を付した。 

史 料 名：表題がある場合はそれを記した。書状など、表題がない場合は（ ）内に内容 

など記した。 

年  代：史料にある場合はそれを記し、内容等から推定したものは、（ ）を付した。 

差 出 人：原則表記どおり記した。 

受 取 人：差出人と同様とした。  

形  態：史料の形態により、縦帳、横帳、一紙と記した。 

点  数：史料の点数を記した。 

備  考：形状や状態、および書付等がある場合は、その一部を「 」を付して記した。 

 

■摘要 

宇治御茶師・尾崎坊家は、江戸時代、宇治郷新町に居住し、将軍家のほか、尾張徳川家

にも出入した御物御茶師の一つであった。明治時代に入り、同家は御茶師を廃業したが、

当館では、同家より平成 15 年に同家文書群の寄託を受けた。 

本文書群は 63 点で、江戸時代から明治時代の文書が含まれる。その中心は、江戸時代の

史料であり、同家の由緒書（目録番号 8、13）や系図（目録番号 10、11）からは、御茶師

としての成り立ちや尾張藩との関係をうかがい知ることができる。また、尾張藩関係の史

料中には、家督相続（目録番号 51、55）や藩主への御目見（目録番号 45、46、50）に係

る願達類が見受けられ、尾張藩と同家の関係を知るうえで興味深い。またその一方で、幕

府へ向けての御目見等七ケ条を願う史料（目録番号 44）からは、江戸時代の宇治の御茶師

達の状況を垣間見られる史料である。 

このように尾崎坊家文書は、残存する史料点数は少ないものの、既存報告書でも紹介し

た上林三入家文書、上林春松家文書、片岡道二家文書、上林味卜家文書などとともに、江

戸時代の宇治御茶師の実態を把握するうえでは、欠かせない史料群である。特に、尾張藩

の御茶御用をめぐる同家と宇治御茶師とのリアルな実態については、上林春松家文書とと

もにその様子をより鮮明に蘇らすことができると考えられる。 
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収蔵資料調査報告書 

 

収蔵⽂書調査報告書１ 「⽩川⾦⾊院」と恵⼼院1998年(平成10) 
収蔵⽂書調査報告書２ 笠取地域の古⽂書1999年(平成11) 
収蔵⽂書調査報告書３ 上林三⼊家⽂書2000年(平成12) 
収蔵⽂書調査報告書４ 宇治上神社⽂書2001年(平成13) 
収蔵⽂書調査報告書５ 巨椋池漁師仲間⽂書2002年(平成14) 
収蔵⽂書調査報告書６ 上林春松家⽂書2004年(平成16) 
収蔵⽂書調査報告書７ ⽩川・藤川家⽂書2005年(平成17) 
収蔵資料調査報告書８ 戦争関係資料2006年(平成18) 
収蔵資料調査報告書９ 上林春松家⽂書２ 2007年(平成19) 
収蔵資料調査報告書10 幕末の銅版画2008年(平成20) 
収蔵資料調査報告書11 宇治市の写真資料１ 2009年(平成21) 
収蔵資料調査報告書12 宇治市の写真資料２ 2010年(平成22) 
収蔵資料調査報告書13 宇治市の写真資料３ 2011年(平成23) 
収蔵資料調査報告書14 絵ハガキ１ 2012年(平成24) 
収蔵資料調査報告書15 ⽚岡道⼆家⽂書2013年(平成25) 
収蔵資料調査報告書16 宇治市の写真資料４ 2014年(平成26) 
収蔵資料調査報告書17 京都社寺境内図2015年(平成27) 
収蔵資料調査報告書18 戦争関係資料２ 2016年(平成28) 
収蔵資料調査報告書19 宇治茶の⺠具2017年(平成29) 
収蔵資料調査報告書20 宇治郷の古⽂書2018年(平成30) 
収蔵資料調査報告書21 上林味⼘家⽂書2019年(平成31) 
収蔵資料調査報告書22 宇治茶の引札2020年(令和2年) 

        収蔵資料調査報告書23 尾崎坊家⽂書2021年(令和3年) 
※７までは、『収蔵⽂書調査報告書』として刊⾏した。 

 

 

収蔵資料調査報告書23 

尾崎坊家文書 

 

２０２１年(令和３年)３月３１日 

 

編集・発行 宇治市歴史資料館 

〒６１１－００２３ 

宇治市折居台１－１ 

TEL (0774)39-9260 

FAX (0774)39-9261 

E-mail：shiryoukan＠city.uji.kyoto.jp 

（  50  ）


